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『地球環境問題と国際情勢』

～農林水産業に対する注文～

元外務大臣 ・ 内外政策研究会会長 � � 1左武浪〖

本文は平成4年10月5日開催された『地球環境問題講演会』にお

いて， 元外務大臣 ・ 内外政策研究会会長 大来佐武郎氏が行った講

演と質疑の記録である。

遠藤（農林水産奨励会副会長 ・ 大日本農会会長） 本日は天候不

順のなか， 多数お集まりいただきありがとうございました。 本日の

講演会は農林水産奨励会の主催で行われます。 奨励会と申しますの

は， 大日本農会， 大日本山林会， 大日本水産会の三つの会が会員に

なって構成しておりまして， この三会堂ビルの維持管理と， 三つの

会に対しましていろいろな協力援助をしてくださるというかたちの

団体でございます。 三つの会の役員がそれぞれ奨励会の役員を兼ね

ているという格好の団体であります。

本日は秋季の講演会といたしまして，『地球環境問題と国際情勢』

ー一農林水産業に対する注文―という洞題で， 本年6月ブラジル

で開催され心ました地球サミットで， 事務総長の特別アドバイザ ー

kashiwa
テキストをタイプ
－ 4 － 5 －




























まして， われわれの子や孫の時代になると， 地球が非常に貧しい状

態， 環境が破壊された状態になっているということは， 現代に住む

人間の責任として重大なことです。 そういう意味で，「持続可能な

開発Jということをいろいろな政策の基礎にすべきだということ

が， ブルントランド報告ではうたわれております。

このレポ ー トが出たのが1987年ですが， その翌年の1988年， 先進

7カ国のサミットがカナダのトロントで開かれました。 それまでの

サミットの宣言には， 環境問題は頭を出していなかったのですが，

ここではじめて， 国連の環境と開発に関する槻界委員会の報告を評

価す る ， とくに ， そ の な か に う た わ れ て い る Sustainable

Development（持続可能な開発）という観念を， 首脳（先進7カ国

のこと）はサポ ー トするという 項目が入りました。

その次のパリのアルシュ 。 サミットでは， 突然， 経済宣言のなか

に環境問題が19項目入ったわけです。 これは， 1年のあいだに， い

かに各国の首脳が環境問題に対して関心をもちはじめたかというこ

との証拠にもなると思います。 環境問題については， その後の先進

7カ国のサミットで， ヒュ ー ストンのサミット， ロンドンのサミッ

ト， ミュンヘンのサミットとずっと引き継がれて， 大ぎな関心テ ー

マになってぎているわけです。

国連環境開発会議の開催

このブルントラソド報告が国連の総会で討議されました。 総会の

決議として， 1992年， ストックホルムの人間環境会議から20年たっ
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ただ， スカンジナビア諸国とかオランダでは， 0.7を超えている。

国によっては， GNPの1 ％を超えるものをODAに使っています。

途上国は， もちろんそれをふやしてほしいということになりますの

で， これをどういう表現にするかということで， 最後までもめたわ

けですけれども， 一つの案としては， 紀元2000年までに， ODAを

GNPの0.7％に引ぎ上げるということをはっきり言うべぎだという

議論があったわけですが， 先進国側としてはなかなかそこまで言え

なし‘。

しかし， アメリカはODAはGNPの0.15%， 日本が0.32％とい

うことですから， なかなか言えないということで， 結局， いろいろ

交渉の末， 2000年とか， はっきりした期限を言わない。 その代わ

り， 0.7％の目標に近づける努力をする， という表現になったのと，

毎年実績をレビュ ー して， 他方において， 地球環境を守るために必

要な費用等を突き合わせて， それを各国政府に勧告したり， 国際的

な問題として取り上げる。 そういうようなことで， いちおう資金の

問題は合意が得られるということで採択されたわけですが， これは

かなり宿題を残しております。

そのお金をどこから出すかという問題も， 賢人会議でも非常に議

論があったわけですが， 途上国側は， 新たなグリ ー ンファンドとい

うものをつくり， 環境を守るための費用をそこから出すということ

を主張いたしました。 結局， 先進国は， それは重複することだ， 世

界銀行のなかにあるGlobal Environmet Facillity (GEF)というも

のを活用すればできるはずだということで， いちおう途上国もそれ
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ただ， この問題については， 経済学的な割り切り方と別な考慮，

地球の環境問題とか， 各国それぞれの環境とか， 生活とか， 社会

等， いろいろな問題を多面的に考える必要があると私は思っており

ます。 ですから， 完全に割り切って， 水田をやめてしまうというか

たちはとるべぎではないだろう。 ただ， あまりコストの高いのは何

とかしたらどうだろうかという感じがいたしますから， あるリ ー ズ

ナブルレベルでの価格の水進を考える。 国際価格に比べて高いとい

うことは認めながら， 極端に不経済なものを， 政府の補助で価格政

策その他でやっていくということは， 少し考え直す余地があるので

はないかと思います。

その程度のことでいちおうお答えとさせていただぎます。

司会 ありがとうございました。 たいへんお忙しいなかを先生に

はご無理をしていただぎまして， 2時間にわたってお話しいただき

ました。 ぎょうは大変な勉強になったと思います。 皆さんの万雷の

拍手でお礼を申し上げたいと思います。（拍手）
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